
主題名「人に親切にする」
（親切・思いやり）

教材名「かっぱわくわく」

②自分の気持ちが優先かな ③すっくとざんざの気持ちを考えよう ④「かんすけ、早くこいよ。置いていくよ。
遅いなあ。」

⑥「かんすけ、ごめんね。かんすけのおかげで
助かったよ。」

⑤その後、すっくとざんざに気持ちに
変化はあったかな。

⑦自分への振り返り（人に親切にして
良かったと思ったこと。）

＜本時のねらい＞

○身近な人に温かい心で接し、親切にすることは、より良い人間関係を築く上で大切なことである。
様々な人との触れ合いの中で、相手の気持ちを考え、優しく親切にすることの大切さを知り、相手の喜
びを自分の喜びとしてとらえられるようにする授業である。

⑧まとめ：詩のプレゼント

＜「深い学び」の実現に向けての手立て＞
・教材文と自分の経験がつながるようにする⇒①導入と後段で自分の経験を思い起こさせる。②中心発問を深く考えられるように、発問を精選する。

②板書の工夫（色分けや書く場所）

＜教材文を自分の経験につなげて＞
・人に親切にして良かったなと思ったこと ⇒ 落し物を拾った。困っている人をなぐさめてあげた。

①親切にしたいけれど、できなかったこ
と


